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 [授業の概要・目的]
Theodor W. Adorno: Zur Lehre von der Geschichte und von der Freiheit(2001)を読む。

自らの足場を伝統的規範に求めることのできなくなった近代以降の市民社会において、それを補う
ものとして構想された歴史哲学は、人間の進歩を自由のそれと同一視できるものと考えるようにな
った。こうした歴史把握は、ホッブズやルソーの社会契約説、あるいはカント、ヘーゲルに代表さ
れる歴史哲学的構想に示されている。しかし、20世紀の二つの世界大戦に直面した人々にとって、
人間の歴史が必然的に自由を実現するという考えは、無批判に受け入れることのできないものにな
ってしまった。 今回取り上げるテクストの著者アドルノは、ユダヤ系の出自の故に第二次大戦中は
故国を追われた亡命知識人の一人であり、彼もまたこうした一致を単純に認めるわけにはいかなか
った。 授業では、彼の講義録（1964/65）を講読することで、20世紀以降の現在において、歴史の
必然性と人間の自由の一致をどのように考えるべきかについて理解を深めたい。

 [到達目標]
必要分野での文献を読み解けるドイツ語の読解能力を養う。また、文献に現れる引用の読解を通じ
て、テクストの背景となる歴史的事象を考慮することを学ぶ。

 [授業計画と内容]
第一回目にイントロダクションを置いて、その後の授業はテクストの訳読を中心に進める。その際
に、全員が一度は担当を持つようにする。授業は15回全てを読解にあて、最後に、全体の総括とし
て期末にレポートを課す。

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点及び達成度]
平常点と期末レポートで採点する。授業の際には各自が必ず訳読を担当することが求められる。そ
れを踏まえて、期末レポートで各自の理解を測りたい。

 [教科書]
授業中に指示する

 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する
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 [授業外学習（予習・復習）等]
授業に備えて予め文献のドイツ語の予習をすることが必要である。

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、KULASISで確認してください。


